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誰もが社会活動に参加できる富士市へ

情報を伝え合う

問い合わせ／障害福祉課　155-2911　553-0151

点字や手話で「こんに
ちは」は

こう表現します！

　「だれもがその人らしさを認めあい、自分らしく暮らせる共生社会の実現」。ふじし障
害者プランの基本理念です。
　障害の有無にかかわらず、誰もが地域社会の一員としてさまざまな活動に参加するた
めに、私たちは障害のある人とない人との意思疎通の手段を確保し、障害のある人が情
報を取得・利用する手段を拡大していく「情報保障」に取り組まなければなりません。
　障害のある人の情報保障のために市が取り組んでいる意思疎通・情報取得支援につい
て紹介します。

富士地域での
「こんにちは」。

手話にも方言があり、同
じ挨拶も、地域によって
少しずつ違います。

点字の点の大きさは直径約1.4ミリメートルと決められてい
ます。母音と子音を示す点を組み合わせて五十音などを表し
ます。

拡大すると、、、

こ は
（わ）

ちにん

手話奉仕員養成講座の様子
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言語の一つ「手話」
　「手話」と聞くと、福祉のイメージを持
つ人が多いかもしれません。しかし、私た
ち聴覚障害者にとっては、生活する上でな
くてはならない、あって当たり前のもので

す。日本語が皆さんに
とって母語であるよう
に、聴覚障害者にとっ
ては手話が母語です。

この意識がもっと浸透してほしいと思って
います。
　音が聞こえる人も聞こえない人もそれぞ
れの魅力があります。聴覚障害について理
解を深め、少しでも手話に興味を持つ人が
ふえたらうれしいです。そして、手話を覚
えたいと思った人は、ぜひ手話奉仕員養成
講座を受講してほしいですね。

　

視
覚
障
害
者
は
聞
い
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
情
報
を
取
得
し
ま
す
。
聴
覚
障

害
者
は
音
声
を
使
わ
ず
に
会
話
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
情
報
を
取
得
し
、
意
思

疎
通
す
る
手
段
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
、
知
っ
て
い
ま
す
か
。

点字・拡大文字・音声コード

6つの点の組み合わせで表される点字。表面から盛り
上がった点を指先で触れて読みます。
拡大文字は、書体や文字の間隔にも配慮して、文字を大きく表し
たものです。
　音声コードには約800字分の文字情報がおさまっています。専用の
読取装置などでコードを読み取ると、文字情報を音声で読み上げます。
　希望する人には、市からのお知らせな
どを点字、拡大文字、音声コード化す
るなどして配布しています。
　最近では、ウェブサイトの情報を
読み上げソフトを使って聞くなど、
インターネットは障害のある人
にとって重要な情報源となっ

ています。

手話

　手話は手や指の形や動き、顔の部位
や表情を使って話す、音声言語と並ぶ視覚

言語です。音声言語を習得する前に聞こえなく
なり、言語として手話を学んだ人たちが使います。
　音声言語で話す人と手話で話す人の通訳をする「手
話通訳者」は、両者の相互理解のために活動していま
す。また、講演会などの
イベント会場で参加者に
向けた手話通訳も行って
います。

要約筆記

　中途失聴者や難聴者など、手話を使
わない人に対して、そのときその場で音声で
話されている内容を聞き、要約し、文字として
伝える要約筆記。講演会や会議などで、紙やノート
に書く、パソコンを使って入力した文字をモニターや
スクリーンに映すなどの方法で情報取得を支援します。

　視覚と聴覚に障害をあわ
せ持つ盲ろう者は、触手話、
指点字などのコミュニケ
ーション手段を使います。
より専門性の高い支援
が必要です。

話
す
こ
と
だ
け
が
言
語
で
は
な
い

－

手話奉仕員養成講座
企画運営委員会委員長

鈴木 誠一さん
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手
話
通
訳
者
の
派
遣

　

市
の
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

修
了
し
、
県
の
手
話
通
訳
者
養
成

講
座
を
受
講
し
認
定
試
験
に
合
格

し
た
人
を
、「
手
話
通
訳
者
」と
し

て
登
録
し
て
い
て
、
現
在
、
12
人

の
手
話
通
訳
者
が
い
ま
す
。

　

市
は
、
手
話
を
使
っ
て
生
活
す

る
人
の
通
院
や
手
続
な
ど
意
思
疎

通
の
支
援
を
必
要
と
す
る
と
き
に
、

手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
ま
す
。

同
行
援
護

　

視
覚
障
害
者
の
外
出
に
ヘ
ル
パ

ー
が
同
行
し
、
文
字
や
記
号
の
代

読
・
代
筆
な
ど
の
情
報
取
得
・
意

思
疎
通
の
支
援
や
移
動
の
援
助
を

行
い
ま
す
。
ヘ
ル
パ
ー
に
な
る
た

め
に
は
同
行
援
護
従
事
者
研
修
を

修
了
す
る
な
ど
の
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
ヘ
ル
パ
ー
の
数
は
不
足
し

て
い
て
利
用
す
る
人
の
要
望
に
対

応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

誰
も
が
互
い
に
認
め
合
う
社
会
へ

－

　

市
で
は
障
害
の
あ
る
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
通
訳
者
の
派
遣
や
同

行
援
護
な
ど
の
支
援
事
業
の
ほ
か
、
通
訳
者
な
ど
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
興
味
を
感
じ
た
ら
、
こ
れ
ら
の
講
座
へ

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　私が情報取得のために
使っているのは、主にパソコ

ンの読み上げソフトと点字です。
特にウェブサイトでは、あらゆる情

報を瞬時に取得できるので、最新の情
報を素早く知りたいときなどに読み上げ

ソフトを活用しています。一方、広報紙や
本を読むときなど、ゆっ
くりと読むときは点字印刷
されたものを使うなどして使
い分けています。点字を読め
る人は少なくなっていますが、
大切な情報源なので点訳ボラン
ティアが発行する情報誌などは
今後も続けてほしいですね。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

手
話
通
訳
者
へ
の
足
が
か
り

と
し
て
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
入
門
課

程
と
基
礎
課
程
を
2
年
間
に
わ

た
っ
て
行
い
ま
す
。

要
約
筆
記
は
じ
め
て
講
座

　

要
約
筆
記
の
基
礎
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
手
話
を
使
わ
な
い
中

途
失
聴
者
、
難
聴
者
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
を
広
げ
る
た
め
、

要
約
筆
記
は
じ
め
て
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
9
月
に
開
催
し
ま

す
。
講
座
に
つ
い
て
詳
し
く
は

18
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

要
約
筆
記
者
の
派
遣

　

手
話
を
使
わ
な
い
中
途
失
聴
者
や

難
聴
者
な
ど
が
意
思
疎
通
の
支
援
を

必
要
と
す
る
と
き
に
要
約
筆
記
者
を

派
遣
し
ま
す
。

　

現
在
、
県
の
要
約
筆
記
者
養
成
講

座
を
受
講
し
、
認
定
試
験
に
合
格
し

た
登
録
要
約
筆
記
者
6
人
が
文
字
を

使
っ
た
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ほんの少しの思いやりが
大きな助けにつながります
　要約筆記者は、通訳中も利用者が話の内容
を理解しているか、表情や反応を気にしてい
ます。利用者は中途失聴者が多く、今まで聞
こえていた音が突然聞こえなくなった恐怖を
経験し、不安や生きづら
さを感じている人も少な
くありません。
　中途失聴者などが困っ
ている様子を見かけたら、
文字で書く、スマート
フォンの画面を見せるな
どして情報を共有するこ
とが、大きな助けにつな
がります。

6広報ふじ 2018年 8月 20日号

大切な
情報入手の手段

富士視覚障害者福祉会会長

望月 昇さん

音訳ボランティアグループ
やまびこ
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音訳ボランティアグループ
やまびこ

音
声
・
点
字
に
よ
る
情
報
の
提
供

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
は
、
音
読
し
録
音
し
た
広
報
ふ
じ
な

ど
の
市
政
情
報
を
希
望
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
は
、
点
字
利
用
者
向
け
の
情

報
誌
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

点
字
入
門
講
座

　

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
富
士
か
た
つ
む
り
」
の
メ
ン
バ

ー
が
講
師
と
な
り
、
点
字
の
打
ち

方
や
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
実
践

的
な
点
訳
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

講
座
修
了
後
は
、
点
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
視
覚
障
害
者
が
参

加
す
る
会
議
資
料
や
点
字
図
書
館

用
の
本
を
点
訳
し
ま
す
。

読みたい情報はみんなと同じ

読者から「読みたい記事は、みんなと同じだよ」と言われ、自分た
ちが興味深く思う新聞記事などを点訳し、毎月発行する『ホットニュ
ース』と2か月に一度発行する『かたつむりフレンド』に掲載してい
ます。
また、ウェブサイトには

これまでの点訳資料を掲載
しています。ぜひごらんく
ださい。
B http://fujikatatumuri.
web.fc2.com/

ヘルプカードをご活用ください

　援助や配慮を必要としていることを知らせるヘルプ
マーク。このマークをカードにしたヘルプカードを作
成しました。これは障害のある人などが携帯し、緊急
時や災害時などの困ったときに、周囲の配慮や手助け
をお願いしやすくするものです。
　ヘルプカードは、8月20日（月）から障害福祉課の窓
口で配布するほか、市ウェブサイトからダウンロード

できます。
　ヘルプマーク・ヘルプカードを見
かけたら、配慮やお手伝いをお願い
します。
【 市ウェブサイト】くらしと市政→健康・福
祉・子育て→福祉→障害者福祉（全般）→ヘル
プマーク・ヘルプカードを配布しています

音訳ボランティアグループやまびこ

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　

視
覚
障
害
者
に
音
声
で
情
報
を

提
供
す
る
た
め
、
話
し
方
な
ど
を

学
び
ま
す
。

　

講
座
修
了
後
は
、
広
報
ふ
じ
な

ど
に
記
載
さ
れ
た
文
字
や
図
表
を

音
声
化
し
て
利
用
者
に
提
供
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

正確な情報をわかりやすく

音訳は、読み手が脚色せず正確
に音読することが大切なので、方
言やアクセントに気をつけていま
す。また、利用者は聞くことに慣
れているので、普通に話すスピー
ドで読み上げることを心がけてい
ます。音声の吹き込みからCDへ
の書き出しまで1日で行います。
新しい情報をできるだけ早くお届
けしたいですね。


